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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
副
市
長
に
齋
藤
隆
氏
、

　
教
育
長
菊
地
和
郎
氏
が
就
任

　
私
は
昭
和
五
十
年
に
土
木
職
で
県
職
員
に
採
用
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
、
山
形
新
幹
線
の
新
庄
延
伸
に
向
け
た
北
村
山
管
内

の
踏
切
立
体
化
工
事
や
東
北
中
央
自
動
車
道
東
根
尾
花
沢
間

の
整
備
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
社
会
資
本
整
備
の
仕
事
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
、
東
北
中
央
自
動
車
道
は
道
路
公
団

か
ら
国
直
轄
の
工
事
と
な
り
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。
東

北
中
央
自
動
車
道
は
、
村
山
市
に
と
っ
て
全
国
と
繋
が
る
大

動
脈
で
あ
り
、
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
こ
の
大
動
脈
を
活

か
し
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
先
月
、
山
形
発
午
後
八
時
台
の
電
車
で
村
山
駅
に
降
り

立
っ
た
際
、
改
札
に
向
か
う
階
段
は
部
活
動
を
終
え
た
高
校

生
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
の
と
き
、
こ
の
高
校
生
た

ち
の
よ
う
な
若
い
世
代
が
将
来
の
村
山
市
を
背
負
っ
て
い
き

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち

の
仕
事
な
の
だ
と
思
い
な
が
ら
一
緒
に
階
段
を
上
り
ま
し
た
。

　
こ
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
、
市
長
の
補
佐
役
と
し
て
市
の
各
種
事
業
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
た
し
か
な
学
力
、
豊
か
な
人
間
性
を
持
っ
た
子
ど
も
を
育

て
た
い
と
い
う
願
い
は
、
私
た
ち
市
民
共
通
の
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
育
て
る
う
え
で
と
く
に
大
切
に
し
た

い
こ
と
は
次
の
三
点
で
あ
る
と
、
私
は
常
々
考
え
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　一
、
美
し
い
自
然
や
崇
高
な
も
の
に
素
直
に
感
動
す
る
感
性

二�
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
持
ち
、
は
っ
き
り
言
葉
で
伝
え
、

相
手
の
考
え
を
し
っ
か
り
心
で
聞
き
取
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力

三�

、
故
郷
村
山
市
を
愛
し
、
故
郷
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
す

る
心
や
態
度

　
村
山
市
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
教
育
が
今
後
ま
す
ま
す

充
実
す
る
こ
と
を
願
い
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
や
教
育
行
政
で

得
た
経
験
を
活
か
し
て
、
全
力
で
職
務
に
あ
た
る
決
意
で
お

り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

副市長

齋
さ い

 藤
と う

　 隆
たかし

教育長

菊
き く

 地
ち

 和
か ず

 郎
ろ う

　

こ
の
た
び
の
市
議
会
９
月
定
例
会
に

お
い
て
、
副
市
長
に
齋
藤
隆
さ
ん
（
大

倉
・
61
歳
）
と
教
育
委
員
に
菊
地
和
郎

さ
ん
（
楯
岡
・
61
歳
）
を
任
命
す
る
こ

と
に
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
菊
地

委
員
は
そ
の
後
の
教
育
委
員
会
会
議
に

お
い
て
教
育
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
副
市
長
と
菊
地
教
育
長
の
略
歴

を
紹
介
し
ま
す
。

　

齋
藤
隆
副
市
長

　

昭
和
五
十
年
に
山
形
県
職
員
と
し
て

採
用
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
県
土
木
部
河
川

砂
防
課
長
、
県
会
計
局
次
長
、
県
土
整

備
部
整
備
推
進
監
、（
公
財
）
県
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
を
歴
任
し
ま

し
た
。

　

菊
地
和
郎
教
育
長

　

昭
和
五
十
三
年
に
中
学
校
教
諭
と
し

て
採
用
さ
れ
、
東
根
市
立
第
三
中
学
校

長
、
楯
岡
中
学
校
長
、
県
教
育
庁
村
山

教
育
事
務
所
長
、
県
教
育
庁
教
育
次
長
、

山
形
市
立
第
一
中
学
校
長
を
歴
任
。
在

職
中
は
全
日
本
中
学
校
長
会
副
会
長
も

務
め
ま
し
た
。
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東
京
村
山
会
の
つ
ど
い
を
開
催

　

山
形
県
人
東
京
村
山
会
（
菊
地
栄
吉

会
長
）
の
十
二
回
目
と
な
る
集
い
が
十

月
十
三
日
、
東
京
上
野
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
集
い
で
は
、
発
会
か
ら
こ
れ
ま

で
会
長
を
務
め
た
原
田
太
吉
さ
ん
が

「
山
形
県
人
東
京
連
合
会
」
の
会
長
に

就
任
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
菊
地
栄
吉

さ
ん
（
冨
本
出
身
）
が
新
た
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

菊
地
会
長
は
「
年

に
一
度
、
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
方
々
が
集

ま
り
交
流
を
深
め
る

こ
と
で
、
会
員
と
村

山
市
と
の
絆
を
更
に

強
め
る
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
村

山
市
の
強
力
な
応
援

団
と
し
て
村
山
市
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓

で
出
席
し
た
志
布
市
長
は
「
日
頃
か
ら
、

ふ
る
さ
と
村
山
を
想
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
み
な
さ
ん
の
お
気
持
ち
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
村
山
市
の
こ
と
を
た
く
さ

ん
話
題
に
し
て
い
た
だ
き
、
東
京
で
村

山
市
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
を
力
に
、
村
山
市
を
元
気
に
し
て

い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
応
援
を
重
ね

て
お
願
い
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
山
形
の
料
理
や
果
物
が

提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
物
産
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
で
は
漬
物
や
地
酒
、
乾
そ
ば
な
ど

故
郷
の
味
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
会
員

の
み
な
さ
ん
は
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
こ

ぞ
っ
て
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
十
一

月
二
十
四
日
に
は
、
浅
草
寺
で
開
催
さ

れ
る
大
わ
ら
じ
の
里
観
光
物
産
展
に
会

員
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
手
伝
い
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生

活

福

祉

情

報

住
宅
支
援
給
付
事
業

　

就
労
能
力
お
よ
び
就
労
意
欲
の
あ
る

離
職
者
で
、
現
在
、
住
居
を
失
っ
て
い

る
方
ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
方
に

対
し
て
、
住
宅
手
当
を
給
付
し
住
宅
お

よ
び
就
労
機
会
の
確
保
に
向
け
た
支
援

を
お
こ
な
い
ま
す
。

■
支
給
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
離
職
後
2
年
以
内
で
あ
っ

て
、
65
歳
未
満
で
あ
る
方　

②
離
職
前

に
主
た
る
生
計
維
持
者
で
あ
っ
た
方　

③
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の
意
欲

が
あ
り
、
公
共
職
業
安
定
所
へ
の
求
職

申
込
み
を
お
こ
な
う
方
ま
た
は
す
で
に

お
こ
な
っ
て
い
る
方　

④
住
宅
を
喪
失

し
て
い
る
方
ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
方
※
ほ
か
に
、
世
帯
の
収
入
要

件
や
資
産
要
件
等
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
額
・
支
給
方
法

①
支
給
額
は
、
世
帯
の
状
況
に
よ
り
上

限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
②
住
宅
の

貸
主
ま
た
は
委
託
を
受
け
た
不
動
産
会

社
等
の
口
座
へ
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

※
申
請
の
相
談
か
ら
決
定
ま
で
に
は
、

各
種
書
類
の
準
備
や
関
係
機
関
等
で
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
細
等
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
係 

☎
内
線
143

国
民
年
金
情
報

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
時
に
、

今
年
１
年
間
に
納
付
（
納
付
見
込
み
を

含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
日
本

年
金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
（
10
月
以
降
に
、
そ
の
年
初
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、

来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）。

　

控
除
証
明
書
の
再
発
行
や
届
か
な
い

場
合
な
ど
は
、
寒
河
江
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期
ま
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
例
年
金
相
談

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
寒
河
江

年
金
事
務
所
に
ご
希
望
の
時
間
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
８
日
（金）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　

市
商
工
会
館

問
い
合
わ
せ　

寒
河
江
年
金
事
務
所　

☎
０
２
３
７
（84）
２
５
５
１　

ま
た
は

市
民
課
国
民
年
金
係 

☎
内
線
115

あいさつする菊地栄吉会長
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平成24年度

　
市
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
「
第

二
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
た
行

財
政
改
革
を
進
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
を

絞
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
、
事
業
の
見
直
し
や
効
率
的
な
財

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

よ
り
健
全
な
財
政
を
維
持
す
る
た
め
に
、

市
の
借
入
金
で
あ
る
市
債
残
高
の
縮
小
に

配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

　
歳
入
の
約
四
割
を
占
め
る
の
が
国
か

ら
配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税
で
す
。
ま

た
、
約
二
割
に
あ
た
る
市
税
の
主
な
も

の
は
、
市
民
税
が
約
十
億
一
千
三
百
万

円
、
固
定
資
産
税
が
約
十
一
億
三
百
万

円
で
す
。
昨
年
度
に
比
べ
市
税
全
体
で

約
五
千
七
百
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

市
税
は
、
市
が
自
主
財
源
と
し
て
得
ら

れ
る
大
切
な
収
入
源
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
公
平
な
負
担
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
年
度
は
、
楯
岡
小
学
校

南
校
舎
の
耐
震
補
強
や
大
久
保
小
学
校

改
築
な
ど
教
育
施
設
の
整
備
、
戸
沢
地

■
健
全
な
財
政
運
営

■
歳
入
に
つ
い
て

■
歳
出
に
つ
い
て

　
市
の
平
成
二
十
四
年
度
決
算
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
監
査
委
員
の
審
査
を
経

て
、
九
月
の
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額
が

百
二
十
四
億
二
千
百
六
十
三
万
円
、
歳

出
総
額
は
百
十
五
億
七
千
二
百
十
一
万

円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
歳
入
は
約

一
億
八
千
四
百
万
円
、
歳
出
は
約

九
千
百
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
報
告
問市財政課財政係 
☎内線222

◆歳入用語の解説
地方交付税＝市の財政状況に応じて国か
            　ら交付されたお金

市　　　債＝公共機関や銀行などから借
　　　　　　りたお金
国庫支出金＝市の事業に対して国から交
　　　　　　付されたお金
県 支 出 金＝県から交付されたお金
繰　入　金＝市の貯金の取り崩しなど

域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
解
体
な
ど
や
大
久

保
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
改
修
、

冨
本
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
診
断

な
ど
、
地
域
の
安
心
安
全
な
拠
点
施
設

整
備
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
、
市
役
所
庁
舎
の
耐
震
診
断
な
ど

も
お
こ
な
い
、
災
害
に
備
え
た
維
持
管

理
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
不
妊
治
療
費
の
全
額
助

成
や
不
育
症
治
療
費
の
一
部
助
成
を
お

こ
な
う
ほ
か
、
産
婦
・
乳
児
一
か
月
健

診
の
無
料
化
な
ど
、
治
療
を
受
け
る
夫

婦
の
負
担
軽
減
や
子
育
て
家
庭
の
支
援

を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
大
倉
小
学
校
の

楯
岡
小
学
校
統
合
へ
向
け
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
購
入
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
暮
ら
し
の
潤
い
と
公
共

交
通
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

観
光
と
市
民
の
憩
い
の
拠
点
で
あ
る
ク

ア
ハ
ウ
ス
碁
点
大
浴
場
新
築
工
事
や
地

域
公
共
交
通
実
証
実
験
と
し
て
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
運
行

を
開
始
。
乗
合

タ
ク
シ
ー
は
利

用
者
か
ら
の
要

望
・
満
足
度
も

高
く
、
今
年
の

十
月
か
ら
の
本

格
稼
働
に
つ
な

が
る
大
き
な
成

果
を
見
せ
ま
し

た
。

歳入 124億2,163万円

地方交付税

市 税

市 債

国庫支出金

県 支 出 金

繰 越 金

そ の 他

その他内訳(主なもの)
　諸収入　　　　　　 3億9,579万円
　繰入金　　　　　　 3億4,755万円
　地方消費税交付金    2億2,553万円

0	 10	 20	 30	 40	 50（億円）

48億4,232万円(39.0%)

24億6,617万円(19.9%)

14億9,410万円(12.0%)

 8億8,838万円(　7.1%)

 8億1,023万円(　6.5%)

 3億9,426万円(　3.2%)

15億2,617万円(12.3%)
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◆歳出用語の解説
民生費＝幼児や高齢者、障がい者などの福祉に使ったお金
公債費＝借りたお金の返済に使ったお金
総務費＝戸籍、税の課税や徴収、庁舎の維持管理などに
　　　　使ったお金
災害復旧費＝豪雨や豪雪被害などの復旧に使ったお金

歳出 115億7,211万円

民 生 費

公 債 費

土 木 費

総 務 費

教 育 費

商 工 費

衛 生 費

農林水産業費

消 防 費

議 会 費

災害復旧費

労 働 費

人　件　費

公 債 費

投資的経費

繰　出　金

扶　助　費

物　件　費

補 助 費 等

そ　 の　 他

0	 10	 20	 30（億円）

0	 10	 20	 30（億円）

30億4,178万円（26.3%)

20億1,160万円（17.4%)

15億3,114万円（13.2%)

15億2,876万円（13.2%)

 9億  686万円（ 7.8%)

 8億1,581万円（ 7.1%)

 5億2,634万円（ 4.5%)

 4億4,367万円（ 3.8%)

 4億  466万円（ 3.5%)

 1億9,358万円（ 1.7%)

 1億2,633万円（ 1.1%)

  4,158万円（ 0.4%)

24億1,075万円

20億1,160万円

17億8,600万円

14億7,877万円

12億9,565万円

12億4,271万円

 6億5,521万円

 6億9,142万円

■歳出の主なもの

【総務費】
◦庁舎耐震診断事業 792万円
◦楯岡二日町住宅団地整備事業 2,804万円
【民生費】
◦子育て支援医療給付事業 6,751万円
◦放課後児童健全育成事業 5,121万円
【衛生費】
◦産婦・乳児1か月健康診査事業 91万円
◦公共施設等再生可能エネルギー整備事業 3,676万円
【労働費】
◦緊急雇用対策事業 1,198万円
【農林水産業費】
◦県営土地改良事業 1億1,655万円
【商工費】
◦余暇開発施設整備事業 3億8,391万円 
【土木費】
◦道路新設・特殊改良事業 2億9,254万円
◦ロータリー除雪車整備事業  2,371万円
【消防費】
◦位置情報受信表示システム整備事業 326万円
【教育費】
◦大久保小学校改築事業  3,061万円
◦大久保地域市民センター耐震改修事業 1,365万円
【災害復旧費】
◦公共土木施設災害復旧事業 1億2,201万円

■性質別にみた歳出額◇市債（借入金）について		(単位：万円)
会計名 平成24年度末残高 対前年増減額

一般会計 148億2,423 △ 2億8,878
公共下水道 89億6,828 △ 2億   658

農業集落排水 6億5,760 △ 3,561

土地区画整理 8,536 △ 1,333
水道事業会計 9億1,489 △ 8,018

合　計 254億5,036 △ 6億2,448
市民一人当たり 96 △1

収益的収支 金　額

収 入 6億7,628
支 出 6億5,351

資本的収支 金　額

収 入 2,700
支 出 1億9,639

※住民基本台帳人口（平成25年3月末）26,639人

※水道料金を抑えるため、一般会計から1,218万円の
補助を受けました。

※収入不足については、積立金の取り崩しなどで対応
しました。

◇特別会計の決算																											(単位：万円)◇水道事業会計			(単位：万円)
会計名 収　入 支　出 収　支

国民健康保険 29億7,114 28億8,588 8,526

公共下水道 10億6,075 10億4,999 1,076

財産区 128 75 53

農業集落排水 1億628 1億335 293

土地区画整理 2,131 2,087 44

介護保険 22億27 21億8,829 1,198

後期高齢者医療 2億9,139 2億8,926 213
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自
治
体
の
財
政
健
全
度
は
、
次
の
五

つ
の
指
標
で
判
定
さ
れ
ま
す
。
財
政
状

況
に
よ
り

｢
健
全｣

｢

早
期
健
全
化｣

｢

財
政
再
生
」
の
三
つ
の
段
階
に
区

分
さ
れ
、｢

健
全｣
以
外
の
場
合
に
は
、

財
政
健
全
化
の
取
組
み
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
村
山
市
は
、
い
ず
れ
の
指
標
で

も
基
準
を
下
回
り

｢

健
全｣

に
該
当
し

ま
す
。

　
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度

比
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
十
六
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
。
起
債
に
当
た
り
国
県
の

許
可
が
必
要
と
な
る
十
八
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
市
が
出
資
す
る
三
つ
の
公
社
な
ど
の

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
村
山
市
土
地
開
発
公
社
は
、
河
島
山

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
楯
岡
北
町
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
の
残
り
の
販
売
区
画
十
八
区
画

の
分
譲
販
売
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

当
期
損
失
の
百
五
十
四
万
円
は
、
繰
越

準
備
金
四
億
一
千
四
十
二
万
円
を
減
額

し
て
整
理
し
ま
し
た
。

▼
㈶
村
山
市
余
暇
開
発
公
社
に
つ
い
て

は
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
と
道
の
駅
む
ら

や
ま
な
ど
の
管
理
運
営
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
は
、
大
浴

場
新
築
工
事
に
伴
う
休
館
な
ど
を
お
こ

な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
、
前
年
よ
り
も

約
一
千
四
百
万
円
多
い
三
千
五
百
四
十

一
万
円
の
当
期
損
失
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
む
ら
や
ま
は
施
設
修
繕
費
用
が

多
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
経
費
の
節

減
に
努
力
し
、
約
二
千
三
百
十
万
円
の

利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

余
暇
開
発
公
社
全
体
で
は
一
千
二
百
二

十
九
万
円
の
当
期
損
失
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

▼
（
一
財
）
村
山
市
体
育
協
会
は
、
市

内
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
と
と
も
に

体
育
館
な
ど
体
育
施
設
全
般
の
運
営
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
当
期
は
三
十
一

万
円
の
当
期
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

◎
実
質
赤
字
比
率(

①)

　
一
般
会
計
等
の
財
政
規
模
に
対
す
る

赤
字
の
割
合
を
示
し
ま
す
。

◎
連
結
実
質
赤
字
比
率(

②)

　
財
政
規
模
に
対
す
る
一
般
会
計
と
特

別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た

赤
字
の
割
合
を
示
し
ま
す
。

◎
実
質
公
債
費
比
率(

③)

　
一
般
会
計
の
借
金
返
済
の
割
合
を
示

し
ま
す(

公
営
企
業
分
を
含
む)

。

◎
将
来
負
担
比
率(

④)

　
一
般
会
計
等
の
負
債
が
将
来
、
財
政

を
圧
迫
す
る
可
能
性
を
示
し
ま
す
。

◎
資
金
不
足
比
率
【
公
営
企
業
会
計
】

(
⑤)　

公
営
企
業
会
計
の
事
業
規
模
に
対
す

る
資
金
不
足
の
状
況
を
表
し
ま
す
。

■
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

■
公
社
な
ど
の
財
政
状
況

※４ページから６ページで記載する金額は、見やすくするため端数処理をしています。

※実質赤字額、連結実質赤字額がないため「−」で表示しています。

※資金不足がないため「−」で表示しています。

◇健全化判断比率（①〜④）

◇資金不足比率（⑤）

指標
比率名称 村山市 早期健全化 財政再生

基　　準 基　　準
①実質赤字
　比率 ※　　− 13.91％ 20.0％

②連結実質
　赤字比率 ※　　− 18.91％ 30.0％

③実質公債
　費比率 16.6％ 25.0％ 35.0％

④将来負担
　比率 151.4％ 350.0％

指標
特別会計の名称 村山市 経営健全化

基　　準
水道事業会計 ※　　−

20.0％公共下水道事業特別会計 ※　　−
農業集落排水事業特別会計 ※　　−

◇公社などの決算状況（平成24年 4 月 1 日〜25年 3 月31日）

名称 総収益 総費用
当期利益
（損失）

長期借入金
現残高

市からの
補助金

市からの
委託料

市の出資金
（設立時）

村山市
土地開発公社 71万円 225万円 △154万円 —　 — — 500万円

(財)村山市
余暇開発公社 8億2,577万円 8億3,806万円 △1,229万円 — — 2,640万円 1,000万円

(一財)村山市
体育協会 3,604万円 3,573万円 31万円 — 140万円 2,875万円 1,000万円

2013.11.1市民の友 むらやま 6



問い合わせ

市環境課環境係

☎内線	245

環境都市むらやまを目指して

環境☆市民の広場
エコドライブ教室を開催　～市地球温暖化対策推進協議会～

　10月16日、エコドライブ教室が市農村環境改善センターでおこなわれました。ＮＰＯ法人県
自動車公益センターが講師となり、運転実技と座学講習に22人が参加。実技体験に参加した11
人全員が燃費の向上に成功し、平均で3.4km／ℓ、19.4%の向上となりました。
■例　月1,000km走行、ガソリン価格を160円　

／ℓとして今回の平均燃費で計算すると、年
間18,200円のガソリン代を節約できます。

■参加者の声
⃝エコドライブの意識が

高くなった。
⃝車間距離をとって早め

の減速などちょっとし
たことから実践したい。

⃝安全運転がエコドライ
ブになることを心がけ
てハンドルを握りたい。

⃝またエコドライブ教室
に参加したい。

市内での太陽光発電所の設置進む　株式会社建北社

　市内建設会社の株式会社建北社（荒木秀昭社長）では、
現在、本飯田の自社敷地に市内初となる太陽光発電所の設
置工事を進めています。設置パネルは2,340枚、出力500
ｷロﾜｯﾄで年間発電量は56万8千ｷロﾜｯﾄ時（市の試
算で一般家庭170世帯相当）を見込んでいます。積雪対策
のため地面からパネル下まで1.5ﾒーﾄルの高さを確保し、
除雪のため架台の間隔も少し広めにとられています。
　開所は11月20日の予定で、電力は国の固定価格買取制度により全量を東北電力が買い取り
ます。荒木社長は「土地を有効に活用しながらクリーンで安全な再生可能エネルギーの導入
と地球温暖化の防止に積極的に貢献したい」と話しています。このほか、楯岡笛田地区では、
県企業局が設置する県営太陽光発電所（ﾒガソーラー）の建設も進んでいます。

■受講者の受講前後の燃費（ℓあたり）
車 受講者 受講前 受講後 改善率

Aさん 21.5㎞ 27.0㎞ 25.6％
Bさん 23.2㎞ 24.4㎞ 5.2％
Cさん 28.0㎞ 28.8㎞ 2.9％
Dさん 29.0㎞ 31.3㎞ 7.9％
Eさん 14.2㎞ 15.5㎞ 9.2％
Fさん 11.4㎞ 16.5㎞ 44.7％
Gさん 12.3㎞ 15.5㎞ 26.0％
Hさん 14.8㎞ 16.3㎞ 10.1％
Iさん 11.0㎞ 15.5㎞ 40.9％
Jさん 12.0㎞ 19.2㎞ 60.0％
Kさん 13.4㎞ 17.8㎞ 32.8％

平均 17.3㎞ 20.7㎞ 19.4％

１
号
車

２
号
車

３
号
車

エコドライブ講習
 ①発進は一呼吸おいた後、徐々にアクセルを踏み込む

のポイント
 ②先の状況を見て一定の速度で走行する

 ③早めにアクセルオフにし減速する

雑紙回収を実施します　資源のリサイクルにご協力ください
　今年度 2回目の雑紙回収を以下のとおり実施します。午前 8時までに各地区
のゴミステーションに出してください。 3回目は 3月を予定しています。
■11月17日（日）　西郷、大倉、袖崎　■11月24日（日）　大久保、冨本、戸沢、大高根
■12月 7 日（土）、 8日（日）　楯岡

進む設置工事
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農業委員会特集

農
地
の
再
生
に
向
け
て

～
耕
作
放
棄
地
の
再
生
と
食
育
～

　

近
年
、
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
り
、
農
地
が
荒
廃
し
て
し
ま
う

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
農
業
委

員
会
で
は
、
優
良
農
地
の
確
保
と
農
地

の
有
効
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
農

地
の
荒
廃
防
止
と
荒
廃
地
の
解
消
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
耕
作
放

棄
地
解
消
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
四

月
か
ら
戸
沢
・
大
槇
地
区
の
荒
廃
地
を

再
生
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

①
耕
作
を
放
棄
し
て
年
数
が
経
ち
、
こ

の
よ
う
に
果
樹
な
ど
が
生
い
茂
っ
て
し

ま
っ
た
荒
廃
地
を
農
地
と
し
て
再
生
し

ま
す
。

②
荒
廃
し
た
畑
の
樹
木
を
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
伐
採
し
ま
し
た
。

④
荒
廃
し
た
土
地
が
、
農
業
委
員
の
作

業
に
よ
り
農
業
に
適
し
た
優
良
な
農
地

に
戻
り
ま
し
た
。

③
野
菜
を
植
え
る
た
め
、
根
を
掘
り
起

こ
し
ま
す
。
農
業
委
員
の
中
に
は
重
機

を
操
作
で
き
る
方
も
い
る
た
め
、
作
業

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。

農
業
委
員
に
よ
る

農
地
再
生
作
業
を
実
施

再生前の荒廃した農地
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農業委員会特集

　

今
回
の
事
業
は
、
市
農
業
委
員
会
が

農
地
再
生
事
業
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

お
こ
な
っ
た
も
の
で
、
須
藤
義
和
会
長

を
は
じ
め
農
業
委
員
自
ら
が
作
業
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
作
物
を
植
え
る

だ
け
で
な
く
、
収
穫
し
た
野
菜
を
子
ど

も
た
ち
に
食
べ
て
も
ら
う
、
地
産
地
消

に
よ
る
食
育
を
兼
ね
た
事
業
で
も
あ
り

ま
す
。

　

八
月
、
村
山
市
を
訪
れ
た
友
好
都
市

の
東
京
都
・
台
東
区
少
年
野
球
交
流
訪

問
団
の
み
な
さ
ん
約
五
十
人
か
ら
、
農

業
委
員
の
指
導
の
も
と
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
収
穫
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
約
三
○
○
キ
ロ
を
収
穫
。

　

東
京
で
は
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
農

作
業
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
農

地
の
大
切
さ
や
村
山
市
の
農
作
物
の
お

い
し
さ
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戸
沢
保
育
園
で
は
、
収
穫
し

た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

の
食
材
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
園

児
た
ち
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
皮
む
き
を
体

験
。
自
分
た
ち
で
皮
む
き
を
手
伝
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
園
児
た
ち
か
ら
は
「
ジ

ャ
ガ
イ
モ
が
お
い
し
い
」
と
、
食
材
に

も
関
心
を

持
っ
て
も

ら
う
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。
な

か
に
は
お

か
わ
り
を

す
る
児
童

も
お
り
、

い
つ
も
以

　

十
一
月
五
日
よ
り
、
農
業
委
員
会
事

務
室
が
市
役
所
二
階
か
ら
市
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
一
階
（
市
役
所
東
隣
）

に
移
動
し
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
、
市

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
正
面
入
口
か

ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

▲再生した農地を耕し、ジャガイモやサツマイモ、カボチャなど

の定植をおこないました。

再
生
農
地
を
利
用
し

地
産
地
消
で
食
育
を

農
業
委
員
会
の

事
務
室
が
変
わ
り
ま
す

上
に
お
い
し
く
楽
し
い
昼
食
と
な
り
ま

し
た
。

　

市
農
業
委
員
会
で
は
優
良
な
農
地
の

確
保
と
農
地
の
有
効
利
用
の
促
進
を
図

る
た
め
、
耕
作
放
棄
の
発
生
防
止
と
解

消
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
関
す
る
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
委
員
会
事
務
局 
☎
内
線
262

市農村環境改善センター

市役所 北村山

視聴覚教育

センター

事務室

噴水

入口

駐車場 駐車場
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出
会
い
　

子
育
て
応
援
情
報

　

男
女
の
出
会
い
、
妊
婦
さ
ん
同
士
の
出
会
い
、
す
て
き
な
保
育
者
と
の
出
会
い
、

子
ど
も
の
遊
び
友
達
と
の
出
会
い
、
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
お
母
さ
ん
同
士
の

出
会
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
や
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

出
会
い
や
お
見
合
い
を
望
む
方
へ

出
会
い
や
お
見
合
い
を
望
む
方
へ

　

県
の
委
託
を
受
け
た
「
や
ま
が
た
結
婚

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
個
人
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
な
ど
を
デ
ー
タ
登
録
し
、
会
い

た
い
方
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
出
会
い
の
場

の
設
定
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
現
在
、
登

録
会
員
を
募
集
中
で
す
。

結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員
登
録
会

　

左
記
の
日
程
で
、
出
張
登
録
会
を
開
催

し
ま
す
。
登
録
料
は
平
成
26
年
２
月
28
日

ま
で
は
８
千
円
で
す
。（
３
月
１
日
以
降

は
１
万
円
）

　

登
録
会
に
て
会
員
登
録
を
希
望
す
る

方
は
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
と
会
場

11
月
９
日

（土）　

最
上
総
合
支
庁
講
堂

11
月
17
日

（日）　

村
山
総
合
支
庁
講
堂

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

問
や
ま
が
た
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３（
６
８
７
）１
９
７
２

たてやまキッズクラブ（楯岡小児童対象）
さんさんキッズクラブ（大久保・戸沢小児童対象）

開設場所　

▲

たてやまキッズクラブ

甑葉プラザ 2 階なかよしルーム
地域交流活性化センター（甑葉プラザ
北向い）▲

さんさんキッズクラブ

戸沢小学校体育館 2 階
登 録 料　年額3,000円（保険料を含む）
保 育 料　キッズ会員（通年利用）

　　　　　月額6,000円～9,000円
　　　　　なかよし会員（随時利用）

　　　　　日額1,000円～1,500円
募集期間　11月 1 日（金）～30日（土）
申込み・問い合わせ（午前10時～午後 6 時）
ＮＰＯ法人ランドセル　☎（55）7710

コスモスきっずクラブ（西郷小児童対象）

開設場所　西郷小学校体育館 2 階
登 録 料　年額1,500円（保険料を含む）
保 育 料　会員（通年利用）

　　　　　月額7,000円～10,000円
　　　　　随時会員

　　　　　日額2,000円（半日1,000円）
募集期間　11月 1 日（金）～12月27日（金）
申込み・問い合わせ（午前10時30分～午後 6 時）
コスモスきっずクラブ　☎（55）9348

　

こ
の
た
び
、
村
山
市
内
で
お
見
合

い
支
援
活
動
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い

る
方
々
に
「
む
ら
や
ま
し
縁
結
び
た

「
む
ら
や
ま
し
縁
結
び
た

い
」
い
」
と
し
て
メ
ン
バ
ー
登
録
し
て
い

た
だ
き
、
互
い
に
情
報
交
換
で
き
る

場
を
市
が
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
作

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

県
が
実
施
し
て
い
る
「
や
ま
が
た
縁

結
び
た
い
」
の
村
山
市
版
。
身
近
な

市
内
の
人
材
発
掘
と
互
い
の
交
流
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象　

市
内
で
お
見
合
い
支
援

活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
こ
な
っ

て
い
る
方

第
一
次
募
集
期
限　

11
月
29
日

（金）

問
市
福
祉
事
務
所
子
育
て
推
進
係

☎
内
線
159

縁
結
び
た
い

メ
ン
バ
ー

募
集
し
ま
す

共通項目　保  育  時  間　・登校日の学校終了時～午後 6 時
　　　　　　　　　　　　・学校休校日の午前 8 時～午後 6 時
　　　　　　　　　　　　・延長保育は午前 7 時30分～ 8 時、午後 6 時～ 7 時
　　　　　保育料の減免　要保護・準要保護家庭は保育料が半額になる減免制度があります。

村山市放課後児童クラブ（学童保育）の会員を募集します
(楯岡・西郷・大久保・戸沢小学校区)

※冨本･大高根小学校区は12月、袖崎小学校区は 1 月に募集します
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ひだまり保健室　身長･体重の測定ができます。
日時　 7 日（木）午前10時30分～11時

ロンパーカーの日 　乗用玩具で遊べます。
日時　12日（火）午前 9 時30分～11時30分

11月生まれのお誕生会 　事前申込みが必要。
　先着15組程度。誕生月でないお友達も参加できます。
日時　21日（木）午前11時15分～正午

子育て応援メッセinむらやま あきまつり 　
　子育て・子育ちに役立つ情報がもりだくさんです。ふれあ
いがいっぱい。プレゼントもあります。ぜひ、親子で遊びに
来てください。
日時　30日（土）午前10時～午後 1 時
会場　甑葉プラザ甑葉ホール（楯岡五日町）
対象　未就学児と保護者
内容　遊びのコーナー（ブロック遊び、工作など）
　　　おたのしみタイム

　　（マジックショー、紙芝居）
　　　カフェコーナー

〈11月の親子交流イベント・講座〉〈11月の親子交流イベント・講座〉

白抜き文字の行事…問親子交流ひろば　☎(53）0901

黒文字の行事…問子育て支援センターぐんぐん　☎(56）2002
※記載がない場合、会場は親子交流ひろば
※FAX兼用、子育て相談もできます

市ホームページ　http://www.city.murayama.lg.jp/

ぐんぐん広場　未就学児の親子が対象。遊びの広場です。
期日と会場
９ 日（土）戸沢保育園
28日（木）市民体育館（碁点）
時間　午前 ９時30分～正午

出前保育　未就園児の親子が対象。保育施設の体験です。
期日と会場
8 日（金）ちぐさ児童センター（大久保）
1９日（火）戸沢保育園
時間　午前 ９時30分～11時30分

保育施設開放　未就学児の親子が対象。交流広場です。
期日と会場
13日（水）冨本児童センター
時間　午前 ９時30分～11時30分
1９日（火）西郷児童センター
時間　午前 ９時30分～11時30分
26日（火）袖崎児童センター
時間　午前 8時30分～10時30分

親子体操　未就学児の親子が対象。体を動かしましょう。
日時　22日（金）午前10時30分～11時30分
会場　市民体育館（碁点）
持ち物　飲み物、汗ふきタオル　など

◆相談メールアドレス（ぐんぐん子育てメール）
gungunkosodate@city.murayama.lg.jp

◆ＮＰＯ法人ポポーのひろばホームページ

http://popoh.org/
NPO法人ポポーのひろばのホームページ
QRコードはこちらです。季節の行事は
こちらからご確認ください。

未
来
に
つ
な
ぐ

　

市
で
は
、
新
し
い
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
に
向
け
、

「
村
山
市
子
ど
も
・
子
育
て
推
進
審
議
会
条
例
」
を
平
成
二
十

五
年
四
月
に
施
行
し
ま
し
た
。
審
議
会
で
は
「
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
協
議
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

ニ
ー
ズ
調
査
は

ニ
ー
ズ
調
査
は
1111
月
中
旬
発
送
、

月
中
旬
発
送
、
1111
月
下
旬
回
収

月
下
旬
回
収

Vol.4

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）

に
基
づ
く
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
よ
り
、
教
育
・
保

育
・
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
市
町
村
が
主
体
と
な
り
平

成
二
十
七
年
度
か
ら
の
五
か
年
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に
給
付
や

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
市
で
は
「
村
山
市
子
育
て
支
援
事
業
に
関
す
る
調

「
村
山
市
子
育
て
支
援
事
業
に
関
す
る
調

査
」
査
」（
ニ
ー
ズ
調
査
）
を
実
施
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
教
育
・
保

育
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
「
現
在
の
利
用
状
況
」
や
「
今
後
の
利

用
希
望
」
を
把
握
し
「
量
の
見
込
み
」
を
算
出
し
ま
す
。

　

ニ
ー
ズ
調
査
は
二
種
類
。
小
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
児
童
向
け

の
「
就
学
前
児
童
保
護
者
用
」
と
小
学
校
低
学
年
児
童
向
け
の
「
小

学
一
年
生
か
ら
小
学
三
年
生
の
保
護
者
用
」
で
、
調
査
は
対
象
年
齢

児
童
の
全
保
護
者
に
対
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

保
育
施
設
等
や
小
学
校
、
郵
送
な
ど
に
よ
り
配
布
し
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
実
数
を
把
握
す
る
た
め
、
児
童

一
人
に
対
し
て
一
冊
の
調
査
票
に
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
は
計

画
に
活
か
さ
れ
、
今
後
の
村
山
市
の
将
来

に
大
変
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、
ス
ム
ー

ズ
な
回
収
に
つ
い
て
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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長寿の方へ賀詞を贈呈

　今年、数え100歳を迎えた 5 人の方
に10月 9 日、志布市長が賀詞とお祝い
金をお渡ししました。この日最初に贈
呈した関澤ヨシさん（楯岡）は「市立
図書館の大活字本を読むのが楽しみ。
好き嫌いもなくなんでも食べるので、
大きな病気もなく健康です」としっか
りした口調で話をしてくれました。

西郷児童センターへ芋煮を提供

　昨年から県の西郷名取地区農地整備事業を進め
ている村山東根土地改良区や地元の基盤整備運営
委員など関係者みなさんが10月11日、西郷児童セ
ンター48人の児童たちに芋煮を振舞いました。基
盤整備を終えた土地から収穫された里芋のほか、
具材はすべて地元の食材でつくられたもので、児
童たちは、次々とお代わりをし「おいしい」とニ
コニコしながらほおばっていました。

自慢の郷土料理に長蛇の列

　10月14日、甑葉んまいもん祭が甑葉プラザ徳内
広場でおこなわれました。午前11時、甑葉プラザ
前にはチケットを求めるたくさんの方で長蛇の列
ができ、1,400枚のチケットがすぐに完売。会場
内では、お目当ての料理を食べようと出店テント
の前に来場者がつめかけ、手にしたアツアツの料
理を食べくらべていました。この日、甑葉プラザ
内で開催された健康まつりと合わせて約1,700人
の人でにぎわいました。

女声コーラス40周年記念コンサート

　村山市女声コーラスのみなさんが結成から40周年を迎
え、記念のコンサートを開催しました。これは、10月 6
日に市民会館でおこなわれたもので、童謡や組曲など23
曲を熱唱。代表の平由利子さんは「家族のために忙しい
女性たちが輝ける場として発足したせせらぎコーラスか
ら40周年を迎え、初めてコンサートを開くことができた。
今まで支えてくれたみなさんに感謝しながら歌います」
とあいさつ。約250人の来場者から盛大な拍手や声援を
受け、心温まるコンサートとなりました。

Murayama
     topics
-まちの話題-

2013.11.1市民の友 むらやま 12



消費生活相談窓口から

問消費生活相談窓口
　直通電話（55）2123
■インターネットバンキング

に注意

　今年に入り 9 月20日現在、
全国で不正アクセスによる被
害が615件、 5 億5,000万円と
異常な事態となっています。
県内でも、数件の被害が確認
され、被害額は1,000万円を
超えています。インターネッ
トバンキングへのアクセスは
極力控えましょう。残高確認
など、アクセスしただけで
ウィルス感染し、被害に遭っ
てしまう例が多発しています。
ログイン画面など、これまで
とちがった画面への入力は特
に危険です。「おかしい」と
思ったら、すぐに消費生活相
談窓口か、警察へ連絡しま
しょう。
■11月の移動相談

12日（火）
大高根地域市民センター
26日（火）
市農村環境改善センター
時間　午後 1 時30分～ 3 時30分
■消費生活相談窓口が移転

　消費生活相談窓口が11月 5
日から市役所 1 階北側に移動
します。電話での相談も随時
受け付けています。お気軽に
ご相談ください。

住居表示板を交換します

問市民課市民係　☎内線112
　住居表示区域にお住まいの
方には、市から住居表示板を
交付していますが、だいぶ年
数がたったものもあるようで
す。そこで「文字がかすれて
見えなくなった」「失くして
しまった」といった方には、
新しい住居表示板を交付しま
すので市民課に連絡のうえお
いでください。費用は無料で
す。なお、地区によってはす
ぐに交付できずお待ちいたた
だく場合もありますので、ご
承知おきください。また、ア
パートにお住まいの方は対象
となりません。
■住居表示区域とは「○○番
地」ではなく「○番○号」と
住所を表す区域のことです。
■対象区域　楯岡（大字楯岡
を除く）中央、駅西

空間放射線量測定結果

問市環境課環境係　☎内線245
　いずれの測定地点でも人体
に影響がない数値で、心配あ
りません。
■県モニタリング計画による

測定

測定日　10月 2 日（水）
測定結果　0.07～0.09μSv／h
■廃棄物搬入施設周辺の測定

測定日　10月 2 日（水）
測定結果　0.06～0.09μSv／h

水道水の放射性物質検査結果

問市水道課工務係　☎内線183
　上水道は週に 1 回、 4 つの
簡易水道は 3 か月に 1 回の検
査を実施しています。いずれ
も放射性物質は検出されませ
んでした。

Murayama
� Infomation

お知らせ

☎(55）2111　Ｆ(55）6443

informationinformation

問市税務課住民税係　☎内線121
　村山市を含む北村山 3 市 1 町では、平成26年度から市県民
税の特別徴収を完全実施します。県内すべての市町村で実施
されますので、事業主のみなさんのご理解とご協力をお願い
します。
■特別徴収とは

　事業主が毎月従業員に支払う給与から市県民税を徴収（天
引き）し、市町村に納付する制度です。事業主は従業員の人
数にかかわらず特別徴収する義務があります。徴収額は市役
所から通知しますので、源泉所得税のように事業主が計算し
たり年末調整したりする手間はかかりません。
■特別徴収事業所とは

　所得税の源泉徴収をおこなっている事業主は、原則として
特別徴収義務者となり、その事業主が経営する事業所は、特
別徴収事業所となります。
■特別徴収のメリットは

　従業員（納税者）が納期までに金融機関に行って納付する必
要がありません。また、年 4 回の納期が12回になり、 1 回あ
たりの負担が軽減されます。

市県民税の特別徴収を完全実施します

↑
住
居
表
示
板
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むらやま昔語りのつどい

問市立図書館　☎（55）2833
　昔ばなしを聴いて語って楽
しみませんか。お気軽にお越
しください。
■期日　11月 7 日（木）
■時間　午後 1 時～ 4 時
■会場　甑葉プラザ 2 階研修室
山の内秋の収穫祭

問山の内自然体験交流施設
やまばと　☎（57）2822
　山の内で採れた新鮮なキノ
コや秋の野菜などを販売しま
す。ナメコ汁の無料サービス
もあります。
■期日　11月 3 日（日・祝日）
■時間　午前 9 時～正午
■会場　山の内自然体験交流
施設やまばと（旧山ノ内小）
だがしや楽校
柳家小ゑん落語会

問袖崎地域市民センター
☎（58）2001
　子どもから大人
まで楽しめる楽し
い落語の会です。
昔懐かしい駄菓子
屋さんも臨時で開
店します。
■日時　11月10日（日）午後 2 時～
■会場　渓永寺本堂（土生田）
■入場料　大人500円、
　　　　　高校生以下無料

水道管そうじにご協力願います

問市水道課工務係　☎内線183
　11月中に水道管そうじをお
こないます。ご理解とご協力
をお願いします。
■作業時間　
午前 9 時～午後 5 時
■期日・対象地区

■ 7 日（木）＝長島、大久保、
湯野沢、戸沢（樽石を除く）
■ 8 日（金）＝楯岡新町、五日
町、十日町、晦日町、二日町、
鶴ヶ町、楯、馬場、大沢川、
中笛田、荒町、西笛田、新高
田
■11日（月）＝楯岡北町、大倉
（行川、新山、中沢を除く）
袖崎（五十沢を除く）
■13日（水）＝楯岡中町、中央、
湯沢、俵町、東笛田、南笛田、
駅西、大高根（山の内を除く）
■14日（木）＝西郷（長島を除
く）、行川、中沢、新山、寄込、
岩野、樽石
※予備日は11月15日（金）です。

県民手帳などを販売します

問市政策推進課　☎内線228
■発売中

やまがた県民手帳　600円
■11月上旬発売

農業日誌　1,470円
ファミリー日誌　1,470円
新農家暦　500円

秋季火災予防運動

問市消防本部　☎（55）2514
消すまでは

心の警報　ＯＮのまま

■期間　11月 9 日（土）～15日（金）
■防災無線放送およびサイレ

ン吹鳴

11月 9 日（土）午前 6 時30分
11月15日（金）午後 8 時
■警鐘打鳴期間

11月 9 日（土）～15日（金）　午
前 6 時30分と午後 7 時の 1 日
2 回

備えよう　住宅用火災警報器

住生活総合調査にご協力を

問市建設課建築係　☎内線232
　国土交通省では12月 1 日、
全国各地において「平成25年
住生活総合調査」をおこない
ます。10月に実施された住
宅・土地統計調査に回答いた
だいた世帯の中から、一定の
抽出方法により無作為抽出し
た約32世帯に調査を依頼しま
す。11月21日から12月10日ま
での間、統計調査員証を持っ
た調査員が、対象となった世
帯を訪問します。ご協力をお
願いします。

問市建設課維持係　☎内線236
　市の道路台帳更新業務のため、
新設や改良、側溝整備等をおこ
なった市道について、延長や幅員
の調査・測量を実施します。この
作業の際、私有地へ立ち入り、調
査・測量をおこなうことがありま
すので、ご理解とご協力をお願い
します。
■作業者　東日本総合計画㈱（身
分証明書を発行しています）
■作業期間　
平成26年 3 月19日（水）まで

問市保健課健康指導係　☎内線137
　11月 1 日から、現在使用されている小児用肺炎球菌
ワクチン「プレベナー」から「プレベナー13」に変わ
ります。プレベナー13には、新たに 6 種類が追加され、
計13種類の肺炎球菌の成分が含まれています。接種間
隔は、これまでと同じです。計画的な接種に努めましょ
う。
■接種間隔

初回（ 1 回目） 生後 2 か月
初回（ 2 回目） 1 回目から27日以上の間隔をおいて
初回（ 3 回目） 2 回目から27日以上の間隔をおいて

追　加 1 歳～ 1 歳 3 か月

市道の調査・測量にご協力を小児用肺炎球菌ワクチンが11月１日から変わります

informationinformation

2013.11.1市民の友 むらやま 14



informationinformation

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
更
新

問
市
環
境
課
庶
務
係 

☎
内
線
241

　

県
下
水
道
協
会
に
登
録
し
て
い
る
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
で
登
録
の
有

効
期
限
が
平
成
26
年
1
月
31
日
ま
で
の

方
は
、
忘
れ
ず
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
申
請
期
限　

11
月
29
日

（金）

手
数
料　

５
、
０
０
０
円

受
付
窓
口　

市
環
境
課（
市
役
所
２
階
）

第
２
回
地
域
議
員
協
議
会

問
県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
室

 

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
８
４
６

　

県
議
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

課
題
や
施
策
等
に
つ
い
て
、
地
元
議
員

が
審
議
を
お
こ
な
う
地
域
議
員
協
議
会

を
総
合
支
庁
に
て
開
催
し
ま
す
。
傍
聴

希
望
者
は
、
当
日
、
会
場
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
19
日

（火）　

午
前
10
時
～

会
場　

村
山
総
合
支
庁
西
庁
舎
講
堂

（
寒
河
江
市
）

県
総
合
支
庁
分
庁
舎
の
課
税
事
務

を
本
庁
舎
に
集
約
し
ま
す

問
県
税
政
課

 

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
０
７
３

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
村
山
地

域
の
県
税
に
関
す
る
申
告
書
や
申
請
書

の
提
出
先
が
本
庁
舎
（
山
形
市
）
に
変

わ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
納
税
窓
口
や
納

税
証
明
書
発
行
、
一
部
の
申
請
受
付
事

務
は
北
庁
舎
（
村
山
市
）
で
お
こ
な
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

放
射
線
に
関
す
る
職
員
出
前
講
座

問
県
危
機
管
理
課

 

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
６
７
１

　

県
で
は
、
県
民
の
放
射
線
に
関
す
る

不
安
の
解
消
や
放
射
線
の
正
し
い
知
識

の
普
及
啓
発
を
目
的
に
、
県
職
員
に
よ

る
出
前
講
座
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
は
学
校
や
企
業
、
各
種
団
体
な
ど
、

お
お
む
ね
10
人
以
上
が
参
加
予
定
の
集

会
で
費
用
は
原
則
無
料
で
す
。
開
催
予

定
日
の
３
週
間
前
ま
で
、
所
定
の
申
込

書
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

問
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

 
☎
０
２
３
７

(84）
７
１
０
０

　

今
年
度
、
新
た
に
後
期
高
齢
者
医

療
の
対
象
と
な
っ
た
方
に「
歯
周
疾
患

検
診
」の
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
の
方
は
、
12
月
31
日
ま
で
忘
れ
ず

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

困
り
ご
と
・
相
談

困
り
ご
と
・
相
談

市
民
行
政
相
談

問
市
民
課
市
民
係 

☎
内
線
112

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま

す
。
予
約
不
要
、
当
日
会
場
に
ど
う
ぞ
。

日
時　
11
月
14
日

（木）　

午
後
１
時
～
３
時

会
場　

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

不
動
産
無
料
相
談

問（
公
社
）県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

 

☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
会
場
に
直
接
ど
う
ぞ
。

期
日　

11
月
13
日

（水）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ
１
階
市
民
の
部
屋

無
料
歯
科
検
診
と
相
談

問
北
村
山
地
区
歯
科
医
師
会（
深
瀬
）

 

☎
(55）
３
１
２
１

期
日　

11
月
17
日

（日）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　
タ
ン
ト
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
東
根
市
）

内
容　

歯
科
検
診
、
フ
ッ
素
塗
布
、
Ｒ

Ｄ
テ
ス
ト
、
顕
微
鏡
検
査

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
山
形
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

 

☎
０
２
３（
６
２
５
）１
６
７
６

　

セ
ク
ハ
ラ
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、
性
別
を
理
由
と
し
た
差
別
や

虐
待
な
ど
女
性
に
関
す
る
悩
み
ご
と
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
。

強
化
週
間　

11
月
18
日

（月）
～
24
日

（日）

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
土
曜
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後

５
時
）

相
談
電
話　
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

■
女
性
の
た
め
の
特
設
人
権
相
談
所

期
日　

11
月
24
日

（日）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

広
告

広
告

桜坂様　市民の友11月１日号デザイン
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広
告

会
場
　
山
形
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

試
験
・
募
集

試
験
・
募
集

赤
松
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

問
市
林
業
ク
ラ
ブ 

☎
(53）
２
０
６
３

期
日
　
11
月
10
日

（日）

時
間　

午
前
８
時
30
分
集
合

会
場　

西
た
め
池
の
南
側（
河
島
地
内
）

持
ち
物　

長
靴
、
手
袋
、
タ
オ
ル
な
ど

申
込
期
限　

11
月
６
日

（水）

講
座
・
催
し
な
ど

講
座
・
催
し
な
ど

エ
コ
ツ
ア
ー
「
森
の
ク
ラ
フ
ト
」

問
市
農
林
課
農
村
林
務
係 

☎
内
線
253

　

森
の
材
料
を
使
っ
て
リ
ー
ス
を
作
り

ま
し
ょ
う
。
親
子
が
対
象
で
す
。

期
日　

11
月
24
日

（日）

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

会
場　

山
の
内
自
然
体
験
交
流
施
設

や
ま
ば
と
（
旧
山
ノ
内
小
学
校
）

参
加
費　

無
料

定
員　

先
着
10
組

申
込
期
限　

11
月
20
日

（水）

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室

問
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点 

☎
(56）
３
３
５
１

　

用
具
は
す
べ
て
準
備
し
ま
す
。
お
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

11
月
15
日

（金）
か
ら
12
月
20
日

（金）
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
全
６
回
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

会
場
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
、
市
民
体
育
館

参
加
料　

３
、
７
０
０
円
（
保
険
料
、

温
泉
入
浴
料
含
む
）

定
員　

20
名

申
込
期
限　

11
月
10
日

（日）

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

問
東
根
地
域
事
務
所 

☎
(43）
７
１
９
８

　

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
お
よ
び

自
衛
官
（
男
子
）
に
つ
い
て
、
１
組
20

分
程
度
の
個
別
説
明
会
を
お
こ
な
い
ま

す
。
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
の
説

明
希
望
の
方
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。

期
日　

11
月
17
日

（日）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ
２
階
ラ
ウ
ン
ジ

本
間
正
義
氏
講
演
会

問
い
ろ
り
の
あ
る
集
会
所
「
田
楽
庵
」

（
五
十
鈴
川
） 
☎

(54）
２
３
４
３

　

政
府
が
、
年
内
妥
結
に
向
け
て
交
渉

を
進
め
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
農
業
、

地
方
都
市
の
活
路
を
見
出
す
機
会
と
し

て
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

期
日　

11
月
10
日

（日）

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

会
場　

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

演
題　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
学
ぶ　

農
業
者
の
経

営
対
応
と
地
方
都
市
の
活
路

講
師　

本
間
正
義
氏
（
東
京
大
学
大
学

院
教
授
）

保
育
士
再
就
職
支
援
研
修
会

問
県
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
０
２
３（
６
３
３
）７
７
３
９

　

現
在
離
職
し
て
い
る
保
育
士
資
格
所

有
者
が
対
象
で
す
。
現
役
保
育
士
か
ら

の
話
や
各
種
就
職
相
談
が
あ
り
ま
す
。

期
日　

11
月
13
日

（水）

時
間　

午
前
10
時
30
分
～

会
場　
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ（
山
形
市
）

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

11
月
８
日

（金）

北
村
山
公
立
病
院
健
康
講
座

問
北
村
山
公
立
病
院 

☎
(42）
２
１
１
１

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
21
日

（木）

時
間　

午
後
６
時
～
（
１
時
間
程
度
）

会
場　

北
村
山
公
立
病
院

テ
ー
マ　

脳
卒
中
の
予
防
と
治
療

講
師
　
齋
藤
博
文（
脳
神
経
外
科
医
長
） 

第
11
回
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

問
北
村
山
吹
奏
楽
団（
西
塚
）

 

☎
０
９
０（
４
６
３
５
）７
９
４
５

　

楯
岡
小
学
校
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
、
楽
し
い
吹
奏
楽
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
無
料
託
児
所

を
準
備
し
ま
す
。
希
望
の
方
は
11
月
３

日
（日）
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
10
日

（日）

時
間　

午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時
30

分
開
場
）

会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

日時：11月３日（文化の日・日曜日）
   12：30開演（正午開場）
場所：村山市民会館・大ホール
～古典舞踊から歌謡曲まで幅広く踊ります♪～

村山市芸術祭参加・日本舞踊公演
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informationinformation

入
場
料　

３
０
０
円
（
中
学
生
以
上
）

演
奏
曲　

海
の
男
た
ち
の
歌
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
メ
ド
レ
ー
Ⅱ
、
ど
演
歌
え
き
す
ぷ

れ
す　

ほ
か

「
よ
み
が
え
り
の
レ
シ
ピ
」
上
映
会

問
お
い
し
い
ご
は
ん
の
会（
坂
井
）

☎
０
９
０（
１
９
３
６
）６
８
３
５

　

上
映
当
日
は
渡
辺
監
督
の
ト
ー
ク
、

マ
ル
シ
ェ
、餅
つ
き
振
舞
い
、お
い
し
い

ご
は
ん
の
会
ブ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

期
日　

11
月
10
日

（日）

上
映
時
間　
①
午
前
10
時
～
②
午
後
２
時
～

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

チ
ケ
ッ
ト　

一
般
１
、
２
０
０
円
（
前

売
券
１
、
０
０
０
円
）、
中
学
生
以
下

５
０
０
円
、
幼
児
無
料

「
渡
さ
れ
た
バ
ト
ン
さ
よ
な
ら
原

発
（
日
本
の
青
空
Ⅲ
）」
上
映
会

問
北
村
山
・
天
童
上
映
実
行
委
員
会

 

☎
(55）
６
４
４
６

　

新
潟
県
巻
町
で
実
際
に
あ
っ
た
反
原

発
運
動
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
ド
ラ
マ

で
す
。

期
間　

11
月
23
日（
土
・
祝
）～
29
日

（金）

会
場　

フ
ォ
ー
ラ
ム
東
根
（
東
根
市
）

前
売
券　

１
、
０
０
０
円

第
６
回
さ
く
ら
ん
ぼ
寄
席

問
さ
く
ら
ん
ぼ
落
語
愛
好
会（
安
藤
）

 

☎
(53）
２
６
８
０

　

社
会
人
の
素
人
落
語
会
で
す
。
人
情

ば
な
し
、
こ
っ
け
い
ば
な
し
な
ど
を
披

露
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

日
時　

11
月
16
日

（土）　

午
後
１
時
～

会
場　
タ
ン
ト
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
東
根
市
）

Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
　
ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

問（
公
社
）県
栄
養
士
会
村
山
地
区

事
務
局 

☎
(22）
１
１
１
１

　

20
代
か
ら
30
代
の
方
が
対
象
で
す
。

期
日　

11
月
16
日

（土）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

尾
花
沢
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

調
理
実
習
、
食
講
話

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具

申
込
期
限　

11
月
８
日

（金）

手
編
み
講
習
会

問
村
山
編
む
・
あ
む
サ
ー
ク
ル（
樽
石
）

☎
０
９
０（
７
６
６
６
）７
５
５
１

　

セ
ー
タ
ー
、
ベ
ス
ト
、
帽
子
、
マ
フ

ラ
ー
な
ど
を
作
り
ま
す
。
受
講
料
は
無

料
で
す
が
、
材
料
費
は
実
費
負
担
で
す
。

期
日　

11
月
９
日

（土）
、
30
日

（土）
、
12
月

14
日

（土）

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

会
場　

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

県
立
博
物
館
特
別
展

問
県
立
博
物
館

 

☎
０
２
３（
６
４
５
）１
１
１
１

　

楯
岡
出
身
の
代
議
士
、
松
岡
俊
三
の

活
躍
を
紹
介
し
た
特
別
展
が
県
立
博

物
館
で
開
催
中
で
す
。「
雪
害
調
査
所
、

松
岡
俊
三
の
戦
い
、
そ
し
て
地
域
振
興

の
民
芸
品
」
を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間　

12
月
８
日

（日）
ま
で

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分
（
午
後
４
時
ま
で
に
入
館
）

会
場　

県
立
博
物
館
（
山
形
市
）

休
館
日
　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

入
館
料　

大
人
３
０
０
円
、
学
生
１
５

０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

介
護
家
族
の
会

問
工
藤
美
恵
子 

☎
(55）
４
６
８
９

　

介
護
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
間　

11
月
16
日

（土）

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　

東
光
館
（
尾
花
沢
市
）

参
加
費　

無
料

陸
上
自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

使
用
予
定
（
11
月
分
）

問
神
町
駐
屯
地 

☎
(48）
１
１
５
１

通
常
訓
練
＝
１
日

（金）
、
４
日（
月
・
休

日
）～
６
日

（水）
、
11
日

（月）
～
15
日

（金）
、

18
日

（月）
～
29
日

（金）　
爆
破
訓
練
＝
７
日

（木）
～
８
日

（金）　
ヘ
リ
離
着
陸
訓
練
＝
１

日
（金）
、
４
日（
月
・
休
日
）～
８
日

（金）
、

11
日

（月）
～
15
日

（金）
、
18
日

（月）
～
22
日

（金）
、

25
日

（月）
～
29
日

（金）

お
詫
び
と
訂
正

・
10
月
15
日
号
２
ペ
ー
ジ
で
「
第
38
回

県
総
合
書
道
展
」
の
入
賞
、
入
選
者
の

紹
介
に
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
　
高
梨
甑
竹
（
楯
岡
）

お
わ
び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

問市地域雇用創造推進協議会事務局
（甑葉プラザ内）☎（52）3181　Ⓕ（53）0520
■求職者・起業者向けの無料個別相談会

期日　11月 6 日（水）、13日（水）、20日（水）、28日（木）
時間　午前 9 時～午後 4 時
会場　甑葉プラザ 2 階ラウンジ
■ホームページアドレス

http://www.murayama-koyou.jp/

実践型地域雇用創造事業セミナー情報

休日診療所は ☎(５５)２９７２

診 療 日　日曜日・祝日・休日
診療時間　9:00～12:00、13:00～16:00
会　　場　市保健センター
※ 保険証、ふだん服用しているお薬をお持

ちください。
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■日時　11月 3 日（日・祝日）
　　　　午前10時～午後 1 時30分
■会場　甑葉プラザ、ふれあい広場

■イベント

9 ：45～村山農業高校徳内ばやし「又新連」
10：00～オープニングセレモニー
　　　　小学生図画書道展

厚岸産物産即売（お買い上げの方に
厚岸町産「さんま」または「牛乳」
をプレゼント。無くなり次第終了）

10：50～もち振舞
11：00～芋の子体験発表
　　　　つや姫おにぎり販売（ 2 個100円）
11：30～ふるさと鍋自慢（ 1 杯100円）
12：30～りんご無料配布（先着300名）

ふるさとフェア村山2013 11月３日開催
問い合わせ　市農林課農業振興係　☎内線251

■日時　12月14日（土）午後 3 時開演（午後 2 時30分開場）
■会場　市民会館大ホール
■曲目　歌劇「悪魔の別荘」序曲、ヴァイオリン協奏曲
ホ短調作品64、交響曲第 9 番ホ短調作品95「新世界より」
■入場料　一般1,500円、高校生以下無料
■チケット取扱所

市民会館、市商工文化観光課、各地域市民センター、
萬家、菅野時計店、オーイシ
■無料託児所を準備します。 1 週間前まで申し込んでください。

山形交響楽団第40回村山定期演奏会
問い合わせ　市商工文化観光課文化係　☎内線152

新そば「板そばまつり」へどうぞ
子どもたちの未来を考える講演会
むらやま元気塾2013大講座

問市商工文化観光課観光交流係　☎内線156
　最上川三難
所そば街道で
は、板そばま
つり期間中、
加盟店（13店）
で新そばをお
召し上がりの
方に抽選で村
山の特産品等をプレゼントします。ぜひ、期間
中に新そばをご堪能ください。
■開催期間　11月 1 日（金）～30日（土）

問市生涯学習課生涯学習係　☎内線331
　村山市青少年育成市民会議では加茂水族館館
長、村上龍男さんを講師に迎え「落ちこぼれが
つくった、世界一のクラゲ
水族館」と題した講演会を
開催します。
■期日　11月 9 日（土）
■時間　午後 2 時開演
■会場　甑葉プラザ甑葉ホール
■入場料　大人1,000円、高校生以下無料
■無料託児所を準備します。 1 週間前まで申し
込んでください。

村山市の人口（10月1日現在）26,475人  男12,779人  女13,696人  世帯数8,234戸

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
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